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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 圧 電 体 と 複 数 の 内 部 電 極 と を 交 互 に 積 層 し た 柱 状 積 層 体 を 有 し 、 該 柱 状 積 層 体 の
２ つ の 側 面 に 一 対 の 外 部 電 極 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 積 層 型 圧 電 素 子 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 内 部 電 極 の 端 部 が 前 記 ２ つ の 側 面 に 交 互 に 露 出 し た 柱 状 積 層 体 を 作 製 す る 工
程 と 、
　 前 記 柱 状 積 層 体 の 側 面 に お け る 少 な く と も 前 記 内 部 電 極 の 端 部 が 露 出 し た 部 分 に 、 導 電
性 金 属 粉 末 ５ ０ ～ ９ ５ 体 積 ％ と ガ ラ ス 粉 末 ５ ～ ５ ０ 体 積 ％ と を 含 む 導 電 性 ペ ー ス ト を 塗 布
す る 工 程 と 、
　 前 記 ガ ラ ス の 軟 化 点 の ９ ０ ～ １ ２ ０ ％ の 温 度 範 囲 で 前 記 導 電 性 ペ ー ス ト を 熱 処 理 し て 外
部 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 積 層 型 圧 電 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ガ ラ ス の 軟 化 点 が ４ ０ ０ ～ ９ ３ ０ ℃ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 積 層 型 圧 電 素 子 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 熱 処 理 温 度 が 、 前 記 ガ ラ ス の 軟 化 点 よ り も 高 く 、 か つ 、 導 電 性 金 属 粉 末 の 融 点 以 下
で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 積 層 型 圧 電 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 圧 電 体 と 内 部 電 極 と を 交 互 に 積 層 し て な る 柱 状 積 層 体 と 、 該 柱 状 積 層 体 の 側 面 に 設 け ら
れ 、 前 記 内 部 電 極 が 一 層 お き に 交 互 に 接 続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 と を 具 備 し て な る 積 層 型
圧 電 素 子 で あ っ て 、 前 記 内 部 電 極 の 端 部 に 一 層 お き に 前 記 柱 状 積 層 体 の 側 面 か ら 突 出 す る
突 起 状 導 電 性 端 子 が 設 け ら れ 、 該 突 起 状 導 電 性 端 子 が 導 電 材 と ガ ラ ス を 含 有 す る 外 部 電 極
中 に 埋 設 さ れ 、 そ の 外 部 電 極 の 空 隙 率 が ３ ０ ～ ７ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 積 層 型 圧 電



素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 突 起 状 導 電 性 端 子 が 、 導 電 材 と ガ ラ ス を 含 有 す る 外 部 電 極 中 に 埋 設 さ
れ 、 そ の 外 部 電 極 の 空 隙 率 が ３ ０ ～ ７ ０ ％ で あ る た め 、 熱 膨 張 の 差 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生
や 、 駆 動 に よ る 繰 り 返 し 応 力 に 起 因 す る 外 部 電 極 の 破 壊 を 抑 え 、 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が
で き る 。
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前 記 突 起 状 導 電 性 端 子 の 少 な く と も 一 部 が 空 隙 を 介 し て 前 記 外 部 電 極 中 に 埋 設 さ れ て い
る 請 求 項 ４ に 記 載 の 積 層 型 圧 電 素 子 。

前 記 突 起 状 導 電 性 端 子 の 少 な く と も 一 部 が 空 隙 を 介 し て 前 記 外 部 電 極 中 に 埋 設 さ
れ て い て も よ い 。
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